
研修名 
専門課程 砂防 【集合】 （昭和 63 年度～） 

 （昭和 52～62 年度：「砂防技術」） 

事務 技術 

 ○ 

 

目 的・ 

重点事項 

砂防事業に関する総合的な専門知識及び技術の修得を図ることを目的とする。 

以下の点を重点項目とする。 

① 砂防行政の最近の動向・課題を把握するとともに、関連法規等の専門知識の修得 

② 砂防分野における調査・計画・設計・対策等について、講義及び演習により関す

る幅広い技術の修得 

課題研究による討議・情報交換を通じて、砂防分野に関する行政上・技術上の問題解決

能力と企画立案能力の向上 

 

対象者 

国土交通省、内閣府沖縄総合事務局、都道府県、政令指定都市、特別区、市及び独立 

行政法人等の技術系職員で、砂防に関する業務を担当し、次のいずれかに該当する者 
① 地方整備局本局・事務所・出張所の係長又はこれらと同等の職にあると認められる者 

② ①の者と同程度の能力を有すると認められる者 

 

定員(人) 

※目安 

国土交通省 
内閣府沖縄

総合事務局 
地方公共団体 独立行政法人等 団体 計 

９ １ １３ １  ２４ 

研修期間 
５９．０時間 

１１日間 

令和６年 １１月１１日（月）～ 

令和６年 １１月２１日（木） 

 

 

カリキュラ

ム内容 

(予定時間) 

１．講義（３０．０） 

① 砂防行政の最近の動向 等                   

  ② 地すべり調査、急傾斜地・雪崩調査、土石流対策工の調査の計画及び設計演習、砂防関

係事業における先進事例、砂防設備等の長寿命化計画、維持管理、除石、土砂災害に係わ

るソフト対策、土砂災害防止法の施行と課題 等 
２．課題研究等（２０．０） 

≪参考≫令和５年度テーマ  
①  施設計画演習（班別討議・全体討議） 

   防施設配置計画及び概略構造設計 
②  課題研究（班別討議・全体討議）: 研修員を班分けし、付与課題を検討 

３．現地実習（施設計画演習のための現地調査）（７．０） 
≪参考≫令和５年度 

関東地方整備局富士川砂防事務所管内(山梨県南巨摩郡早川町地先) 

４．その他（２．０） 

  入校式、修了式、オリエンテーション、ガイダンス 

計 ５９．０ 

前年度からの 

主な変更点 
 ・研修期間変更（１０月→１１月） 

担当 

国交大・本省 

 国交大：建設部 環境安全技術研修官      （TEL:０４２－３２１－０６４５） 

本 省：水管理・国土保全局 砂防部 砂防計画課 

備  考  テキスト代（予定）５０，０００円 


